
　治療日：　　　月　　　　日 　今回（　　　　　　）

サイクル目 

Ｉ Ｄ：

氏名

身長 cm 体重 ｋｇ ㎡

内服薬Day1
[ ] 生理食塩液　　　100mL イメンドカプセル125mg　1cap

側管① ルートキープ･フラッシュ用 シスプラチン投与1時間前に内服
生理食塩液500mL 1 V
ﾒﾄｸﾛﾌﾟﾗﾐﾄﾞ 1 A [ ] (注）

本体② (初回のみ:8mg/kg)
パロノセトロン注(0.75mg) 1 袋 生理食塩液250mL 1 V

[ ] デキサート 6.6mg 1 V トラスツズマブBS mg
側管② デキサート 1.65mg 2 A 90 分で
KN3号 500mL 1 V
ﾒﾄｸﾛﾌﾟﾗﾐﾄﾞ 1 A

[ ]
本体③ *
生理食塩液250mL 1 V
トラスツズマブBS mg

[ ] (6mg/kg)
側管③
KN3号 500mL 1 V [ ]
ﾒﾄｸﾛﾌﾟﾗﾐﾄﾞ 1 A 本体④

生理食塩液500mL 1 V
シスプラチン mg

(80mg/m2) (総量500mLに)

[ ]
本体⑤
KN3号 500mL 1 V
フロセミド(20mg) 1 A
デキサート(6.6mg) 1 A

内服薬 Day2から　
デカドロン4mg　2錠×3日間
イメンドカプセル80mg　1cap×2日間

KN3号500mL 1 V
ﾒﾄｸﾛﾌﾟﾗﾐﾄﾞ 1 A

KN3号500mL 1 V
ﾒﾄｸﾛﾌﾟﾗﾐﾄﾞ 1 A
フロセミド(20mg) 0.5 A

体表面積

指示者

*トラスツズマブBS

初回投与の忍容性が良好であれば2回目

以降の投与時間は30分間まで短縮できる

ゼローダ投与量 (C法)

体表面積(m2) 1回投与量

1.36未満 1200mg

1.36以上
1.66未満

1500mg

1.66以上
1.96未満

1800mg

1.96以上 2100mg

登録番号 89化学療法指示書

XP + Tmab 療法

投与スケジュール
Day

CDDP
(80mg/m2)

3週毎(1W休薬)

Capecitabine

1 14 22

120

分

15

分

朝、夕食後30分以内に1日2回内服

(Day1夕食後から内服開始)

・進行・再発胃癌

(CDDP翌日に1000mLの負荷)

180

分

180

分

180

分

120

分

HER2陽性

(IHC:3+および

IHC:2+/FISH陽性

(≧2.0)

trastuzumab
(6mg/kg)

(初回のみ:8mg/kg)

1回目

90分

2回目～

30分

90

分

90

分

Day 1 ： 月 日

Day 2 ： 月 日


